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はじめに 

１．生活者を取り巻く環境の変遷と今起きていること 

（１）情報量の増加と化粧品のコモディティ化 

@cosme が誕生する 1999 年以前、インターネットの普及率は 10％程度であり、化粧品の

情報に関してブランドと生活者の関係性は一方通行であった。@cosme が誕生したことによ

り、「生活者から発信する情報」というもう 1 つの情報の集団ができ、生活者とメディアが

交互にやり取りをする状況が生まれた。 

さらに 20 年を経た現在では、ソーシャルメディアを通じた生活者間のコミュニケーショ

ンから情報が生まれるようになり、生活者発信の情報は圧倒的な量となった。（図－１～２：

円の大きさは情報量の大きさを表す） 

 

 

 

情報が増え便利となる一方、溢れ返る情報を前にして生活者は選択に迷いが生じる。

@cosme の調査では実に 7 割を超えるユーザーが、何を選択してよいかわからないと回答し

ている。化粧品への感度が高く、WEB に精通し、情報リテラシーも高い人たちをもってし

ても、である。（図－３） 
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図－３ 

 

選択肢が過多になるとそもそも選択を止めてしまうという経済行動学の事例があるが、

@cosme のデータにもその傾向が見える。先述の調査では、何を選択してよいかわからない

と回答したユーザーは他と比較し 1.2～1.3 倍、コストパフォーマンスや価格の安さを重視

した。生活者にモノや情報を与えれば与えるほど価格競争に陥り、化粧品はコモディティ化

していく危険をはらんでいる。（図－４） 
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